
第一部　話題提供
　「松並木景観の形成過程」
　　　　　　　　　　  　島田直明氏（岩手県立大学総合政策学部）
　「松並木に対する住民意識－アンケート調査結果から－」
　　　　　　　　　　　　　　  　稲田喜隆氏　（岩手大学農学部）
　「私的に思う近未来のマツ並木」
　　　　　　　　  浅沼晟吾氏（「巣子の森を語る広場」事務局長）

第二部　交流会（意見交換会）
　　　　　　　　　　　  　司会：比屋根　哲氏（岩手大学農学部）

日　時：　2005年9月4日（日）　午後1時30分～4時30分
場　所：　岩手県立大学　総合政策学部棟　102講義室
主　催：　「巣子の森を語る広場」

巣子・国道4号の
　　　　　　　マツ並木を語る交流会



　巣子地域、国道４号線沿いに南北に走るマツ並木は、私たちの生活環境の一
部になっています。このたび、このマツ並木のあり方を地域住民が中心になっ
て考え、住民の手でマツ並木の保全や管理にたずさわる取り組みがスタートす
ることになりました。マツ並木に対する住民の思いはさまざまです。多くの住
民の方々の思いを受け止めながら、マツ並木の将来を考えるため、下記のよう
な交流会を企画しました。堅苦しい学習会ではなく、気軽に参加して意見が言
える雰囲気の会にしたいと思いますので、ご近所でお誘い合わせの上ご参加く
ださいますようお願いします。

並木の試験手入れ区間を見て交流会にご参加ください

岩手牧場の正門付近から巣子方向に向かって（道路西側）約百メートルの区間に、国土交通
省によって樹林内の小道（木チップを敷き詰めてあります）と見通しを良くするための伐採
手入れ（低木や下草の刈払いをしています）の試験手入れ区間が造られました。『滝沢ふる
さと遺産』と言ってもいいような貴重なマツ並木の樹林の未来像を多くの皆さんに考えてい
ただくため、ぜひ、この試験手入れ区間をご家族や友人などお仲間で歩いていただき、これ
からのマツ並木の姿をお考えいただければと思います。できれば９月４日の交流会前に試験
手入れ区間を見学していただければ幸いです。
なお、見学に際しては試験手入れ区間の南側にある砂利敷きの駐車スペースをご利用くださ
い。

交流会の問い合わせ先：
〒020-0173　滝沢村滝沢字妻の神142－12「巣子の森を語る広場」の会事務局　浅沼晟吾
TEL＆FAX：０１９（６８８）５２７１　　E-mail：asanuma_sei@ictnet.ne.jp

巣子・国道４号のマツ並木を語る交流会
のご案内

会場までの地図

大学内地図

会　場　地　図　（岩手県立大学）


